
   S
him

ada

162012-9　

   S
him

ada

17 　2012-9

あ･ら･か･る･と市政
　

来
春 

島
田
の
お
茶
が
皇
室
に
献
上
さ
れ
ま
す

　
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て

　
友
好
交
流
に
向
け
て
モ
ン
ゴ
ル
・
ハ
ン
オ
ー
ル
区
を
訪
問

　

災
害
廃
棄
物
の
本
格
溶
融
に
伴
う
測
定
結
果
を
公
表

問
農
政
課 

☎
３
６-

７
１
６
８

　

手
揉
み
新
茶
を
皇
室
な
ど
に
献
上
す
る

「
謹き
ん
せ
い製

事
業
」
の
謹
製
地
に
、
島
田
市
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

献
上
茶
謹
製
事
業
は
、
昭
和
34
年
か
ら
53

年
間
に
わ
た
り
、
静
岡
県
茶
手
揉
技
術
保
存

協
会
の
主
要
事
業
と
し
て
、
厳
か
に
続
け
ら

れ
て
き
た
歴
史
あ
る
事
業
。
過
去
に
は
、
旧

島
田
市
・
旧
金
谷
町
・
旧
川
根
町
で
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
１
市
２
町
合
併
後
の
新
生
島

田
市
と
し
て
は
、
初
め
て
で
す
。

　

謹
製
地
の
決
定
を
受
け
、
８
月
９
日
に
は
、

島
田
市
献
上
茶
謹
製
事
業
実
行
委
員
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
で
開
か
れ
た
総
会

に
は
、
県
お
よ
び
市
の
手
揉
み
保
存
会
や
Ｊ

Ａ
お
お
い
が
わ
、
市
茶
業
振
興
協
会
な
ど
か

ら
、
20
人
が
出
席
。
市
長
を
会
長
に
選
出
し

問
ス
ポ
ー
ツ
課 

☎
３
６-

７
２
１
９

　

市
で
は
、
志
太
・
榛
原
地
域
５
市
２
町
を

拠
点
と
し
て
将
来
の
Ｊ
リ
ー
グ
参
入
を
目
指

す
Ｊ
Ｆ
Ｌ
（
日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
藤
枝
Ｍマ
イ
エ
フ
シ
ー

Ｙ
Ｆ
Ｃ
」
に
、
出

資
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
へ
の
資
本
参
加
は
、
自
治
体
と

し
て
は
初
。
出
資
額
は
１
５
０
万
円
で
す
。

市
で
は
、
将
来
を
担
う
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
希

望
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
資
本
参
加
に
よ
る

活
動
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

８
月
７
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た
出
資
式

で
、
桜
井
市
長
は
「
一
歩
一
歩
階
段
を
上
が

り
、
Ｊ
リ
ー
グ
を
目
指
し
て
欲
し
い
」
と
激

励
し
、
小こ
や
ま
じ
ゅ
ん

山
淳
代
表
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
は
、
９
月
23
日
㈰
午
後
１

時
か
ら
藤
枝
市
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

問
秘
書
課 

☎
３
６-

７
３
９
０

　

８
月
27
日
か
ら
30
日
ま
で
、
桜
井
市
長
や

島
田
モ
ン
ゴ
ル
交
流
協
会
の
会
員
ら
12
人
が
、

モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
特
別
市
「
ハ

ン
オ
ー
ル
区
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
区
の
面
積
は
４
万
８
４
６
６
㎢
、
人
口

は
約
11
万
２
０
０
０
人
。
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン

国
際
空
港
を
は
じ
め
、
工
場
や
大
型
国
有
施

設
が
あ
る
、
モ
ン
ゴ
ル
有
数
の
工
業
地
区
で

あ
る
と
と
も
に
、
観
光
分
野
で
も
栄
え
る
観

光
区
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
市
で
は
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
小

中
学
生
の
親
善
使
節
を
１
カ
月
ほ
ど
受
け
入

れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
３
月
に
来
島
し
た
ハ
ン
オ
ー
ル

副
区
長
か
ら
は
、
友
好
交
流
の
増
進
を
視
野

に
入
れ
た
招
し
ょ
う
へ
い聘
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
問
団
は
、
市
を
訪
れ
た
親
善
使
節
が
通

問
環
境
課 

☎
３
４-

１
１
２
２

　

市
で
は
、
５
月
23
日
に
岩
手
県
山

田
町
か
ら
搬
入
さ
れ
た
災
害
廃
棄
物

約
６
ｔ
を
、
市
内
か
ら
の
通
常
搬
入

ご
み
と
の
混
合
率
を
約
15
％
と
し
た

上
で
、
本
格
溶
融
を
行
い
ま
し
た
（
広

報
し
ま
だ
６
月
号
参
照
）。

　

田
代
環
境
プ
ラ
ザ
に
お
け
る
処
理

灰
の
放
射
能
濃
度
や
、
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
に
お
け
る
水
処
理
施
設

の
放
射
能
濃
度
な
ど
の
測
定
結
果
を

公
表
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
数
値
も
、

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
後
、
献
上
用
の
茶
葉
を
摘
む
た
め
の
指
定

茶
園
に
、
初
倉
地
区
湯
日
の
大
お
お
い
し
す
す
む

石
進
氏
の
茶

園
と
、
阪
本
の
大
お
お
つ
か
さ
と
し

塚
聰
氏
の
茶
園
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
謹
製
記
念
式
典
や
、
記
念

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
の
事
業
計
画
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
天
皇
陛
下
が
東
日
本
大
震
災
を

お
気
遣
い
、
心
を
お
痛
め
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
鑑
み
、
ま
た
、
島
田
茶
・
金
谷
茶
・
川

根
茶
の
品
質
向
上
、
消
費
拡
大
お
よ
び
茶
産

業
の
発
展
な
ら
び
に
茶
産
地
の
名
声
を
高
め

る
た
め
に
、
献
上
茶
謹
製
事
業
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

献
上
茶
は
、
指
定
園
で
手
摘
み
用
の
自
然

仕
立
て
で
栽
培
し
、
来
年
４
月
中
旬
頃
に
手

摘
み
し
た
生
葉
を
手
揉
み
し
て
仕
上
げ
、
５

月
下
旬
頃
に
は
皇
室
な
ど
に
献
上
す
る
予
定

で
す
。

で
行
わ
れ
る
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
「
ソ
ニ
ー
仙
台
」

戦
に
、
市
内
の
小
学
生
を
招
待
。
当
日
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
も
用
意
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
会
場
で
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

―
　

清
水
エ
ス
パ
ル
ス
（
Ｊ
１
）
か
ら
、
８
月

25
日
に
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
袋
井
市
）
で

開
催
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
「
浦
和
レ
ッ
ズ
」

戦
の
無
料
招
待
チ
ケ
ッ
ト
が
、
市
内
の
小
学

校
18
校
の
児
童
全
員
５
４
９
３
人
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

７
月
11
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
は
、
同
チ
ー
ム
の
竹た
け
う
ち
や
す
ひ
と

内
康
人
社
長
と

岩い
わ
し
た
け
い
す
け

下
敬
輔
選
手
、
そ
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

で
あ
る
中
部
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
（
島
）
の

小お
ざ
わ
ひ
ろ
み

澤
博
美
社
長
ら
が
出
席
。
島
田
第
二
小

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
14
人
が
、
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
「
ぜ
ひ
見
に
い
き
ま
す
」

と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

う
ナ
ラ
ン
学
校
を
訪
問
。
子
ど
も
た
ち
は「
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
を
日
本
語
と
モ
ン

ゴ
ル
語
で
歌
っ
て
く
れ
る
な
ど
、
上
手
な
日

本
語
で
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
敬
訪
問
で
は
、
ガ
ン
ホ
ヤ
グ
区

長
が
「
両
市
の
友
好
協
定
に
向
け
て
、
今
後

さ
ら
に
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
呼
び

か
け
る
と
、
桜
井
市
長
は
「
学
生
親
善
使
節

の
相
互
派
遣
な
ど
の
教
育
交
流
を
中
心
に
、

将
来
的
に
は
観
光
・
文
化
・
産
業
な
ど
市
民

レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

応
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
区
関
係
者
に
入
れ

た
て
の
島
田
の
お
茶
を
味
わ
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
島
田
髷
の
浴
衣
を
着
て
日
本
舞
踊
を
披

露
し
た
り
し
ま
し
た
。
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島田市献上茶謹製事業実行委員会

資本参加申込書を受け取る小山代表（右）歓迎をしてくれたナラン学校の子どもたち

指定農園での大塚さんと大石さん（右）

スポーツ少年団員と岩下選手（最後列）ガンホヤク区長（右）

大草原に立ち並ぶ伝統的住居「ゲル」

１．田代環境プラザ関係空間線量率測定結果　単位：マイクロシーベルト毎時
5/24 〜 8/8

（本格溶融後）
0.07 〜 0.08
0.06 〜 0.08
0.08 〜 0.09
0.07 〜 0.09
0.06 〜 0.08

5/21
（本格溶融前）

0.06
0.07
0.08
0.08

0.07 〜 0.08

地上高
1m
1m
1m
1m
1m

　　　　　　　　　　　測定日
　測定場所
伊太小学校正門
大津小学校正門
上伊太公会堂
なごみの里南側
田代環境プラザ敷地境界４カ所

　　＊測定は、毎週１回実施

３．一般廃棄物最終処分場の空間線量率測定結果　単位：マイクロシーベルト毎時
5/29 〜 8/8

0.06 〜 0.08

5/21

0.07

地上高

1m

　　　　　　　　測定日
　測定場所

一般廃棄物最終処分場敷地境界４カ所

　　＊測定は、毎週１回実施

４．一般廃棄物最終処分場水の放射能濃度測定結果　　単位：ベクレル毎リットル
5/29 〜 8/8

不検出

不検出

不検出

不検出

5/21

不検出

不検出

不検出

不検出

検出下限値

9 〜 13

8 〜 12

1

1

　　　　　　　　試料採取日
　試料名

原水（水処理施設流入水）

放流水（水処理施設処理水）

観測井地下水

集水ピット地下水

　＊測定は、毎週１回実施
　＊分析結果が検出下限値未満であった場合は、「不検出」と表示

2．田代環境プラザ処理灰の放射能濃度測定結果


